
宮城県仙台第三高等学校 

 Vol. ９ 

 コロナ禍においてまだまだ油断ができない状況の中，生徒や保護者の意見も踏まえながら協議を重ね，感染予防を万全に

行った上で，理数科・普通科ともに関西方面への修学旅行が２泊３日の日程で実施されました。昨年度は我が国最大の研究

拠点であるつくばの地を訪問しましたが，今年度は首都圏と並ぶ日本の産業や学術の中心となっている関西圏の企業や大

学を訪問しました。初日午後には京都大学吉田キャンパスを訪問し，模擬講義を受けました。本校OB講話もあり，活躍する先

輩方の姿に刺激を受けました。２日目は，班別研修として関西圏の高校を訪問し課題研究の発表を通して

交流を深めました。最終日はクラス別研修を行い，京都の様々な場所を訪れクラスの同胞意識を涵養するこ

とができました。修学旅行を通して，生徒たちは学びや友との絆の構築に努め，有意義な時間を過ごせたよ

うです。大学での学びのビジョンや大学卒業後の進路をイメージする一助になればと思います。  

クラス別研修の主な訪問先 ： 清水寺，伏見稲荷大社，京都水族館，東映太秦村，嵐山，産寧坂など 

    令和５年１月１日発行  

広がれ私たちの未来！～2学年修学旅行 in 関西～ 
     

 理数科・普通科：１２月８日（木）～１２月１０日（土）  

仙台三高だより 

仙台市宮城野区鶴ヶ谷1-19（問い合わせ先 総務部） 

    電話  022(251)1246 ／ Fax 022(251)1247 

   mail: sensan@od.myswan.ed.jp 

○修学旅行実行委員長 

 ２年６組 菅原 香澄さん（台原中出身） 

  理系の卒業生講話での先輩の飛び入り参加に

始まり，研修での圧倒的時間不足など想定外だら

けの修学旅行。そんな中印象的だったのは，研究

先の担当者や団子屋の店員など人の優しさと，三

高生の明るさです。きつきつスケジュールとコロナ

の制約に苦しみつつもなんだかんだ楽しんでしまう

皆のたくましさには感服でした。 

○２年３組 後藤 愛深さん 

          （宮城野中出身） 

 京都への修学旅行では歴史的な建造物を見た

り宮城との違いを感じたりなど有意義な時間を過

ごせました。また，慣れない土地での活動で困難

も多々ありましたが，その度に現地の人の温かさ

にふれることができました。感染症が拡大してい

る中にも関わらず，行事の実施にあたって関わっ

てくださった全ての方に感謝したいです。  

○２年２組 齋藤 一生さん （仙台一中出身） 

 修学旅行に行く前は，正直，楽しそうというよりは大

変そうだなと思っていました。しかし，行ってみると

楽しいことの連続で，時間が過ぎるのがあっという間

でした。特に印象に残っているのは京都大学訪問で，

とてもいいお話が聞けた上に，念願の無響室に入るこ

とができて，とても感動しました。この修学旅行は私

にとって忘れられない思い出となりました。 



     １月の予定 
  

 ５日（木）共通テストリハーサル（３年・～６日） 

１０日（火）全校集会・第３回校内模試（１・２年） 

１１日（水）第３回校内模試（２年） 

１４日（土）大学入学共通テスト 

         （～１５日） 

２０日（金）２年総合学力模試 

２１日（土）１・２年総合学力模試

２４日（火）第３回SS講演会 

 

輝かしい栄光の記録！ 

○第75回宮城県高等学校生徒理科研究発表会 

  化学・地学部門 最優秀賞・優秀賞 

  化学部門 部会長賞    〈自然科学部〉 

  物理部門 部会長賞    〈課題研究班〉 

〇全国高等学校ビブリオバトル宮城県大会 

  第１位（全国大会出場） ２年 梶原 遥（宮教大附属中） 

〇第22回ユースエンタプライズ トレードフェア 

 仙台三高わかめんず 特別賞  〈課題研究班〉 

○スマイル“フード”プロジェクト in 東北2022  

 「願いよ届け！星降る☆七夕スープ」 three☆stars  

 調理技術賞    〈生活科学部〉 

〇第41回宮城県高等学校放送コンテスト新人大会 

  ビデオメッセージ部門優秀賞   〈放送部〉 

〇第60回宮城県高等学校演劇コンクール中央大会 

  優秀賞   〈演劇部〉 

 １２月１５日，「ＳＳＨ中間報告会・授業づくりプロジェクト

フォーラム」が開催され，ＳＳＨ事業及び本校独自の「授業づ

くり」の取組や成果の発表に，県内外から1１0名を超える方々

が来校されました。研究授業では１・２年生の授業が公開さ

れ，その中でも特に招聘講師：雲雀丘学園中・高の林先生に

よるSS理数データサイエンスの授業や，本校生徒のSDGｓを

課題にした探究発表で，東北大学の留学生や台湾の提携校

の学生と英語でセッションをする姿は多くの参加者の注目を

集めていました。さらに午後には，上智大学総合人間科学部

教育学科教授：奈須正裕様から，「高校教育の位置と任務」

の演題でご講演いただきました。すべての子どもが自立した

学習者として育っていくための新時代の日本型学校教育に

ついて考えさせられ，学びを深めることができました。 

 その後，各教科等に分かれ

ての研究協議では，各校の

取組や課題が話し合われ，

各参加者が授業力向上と向

き合う大変貴重な一日となり

ました。 

スマホの利用について考えるLHR 
１学年：１２月１日（木） 

薬物乱用防止講演会 
１学年：１２月２日（金） 

 １２月２日，仙台市薬剤師会会長の北村哲治氏をお招きし

て，１年生を対象に薬物に関す

る講義を行っていただきました。   

 危険ドラッグのみならず，一般

の薬の服用法やタバコ・アル

コールの有害性など話題は多

岐に及び，正しい知識を身につ

ける有意義な時間となりました。 

○１年２組 工藤 結人くん（東仙台中出身） 
 僕はこのLHRを通して自分の愚かさを痛感しました。周りの人に

は勉強しろと言われていたものの，まだ高一だからとろくに勉強し

ないでスマホをいじってばかりいたので，今までのテストでは思うよ

うな結果があまり出せませんでした。なのでこれからは，心を入れ

替えて，スマホとはほどほどの付き合いにし，勉強に本腰を入れて

いこうと思います。  

ＳＳＨ中間報告会 

授業づくりプロジェクトフォーラム 
１２月１５日（木） 

課題研究英語発表の様子 

本校教員によるPBL型・

ICT利活用型授業 

上智大教授による基調講演 

招聘講師によるGIS教育 

招聘講師と本校教員による 

STEAMﾗｲﾌｻｲｴﾝｽの合同授業 

 １年生のLHRで，みやぎ学力状況調査の本校データをもと

にスマホの利用について考えました。生徒たちは，三高の先

輩とのデータと自分たちの状況とを比較し，一日１時間の差

が進路決定に大きな影響を与えることや，忙しい学校生活

の中でスマホの利用法を見直し時間を創出することの重要

性について学びました。 

調理技術賞を受賞した 

生活科学部 

「three☆stars」 
遠藤こなつ(２年 鶴谷中) 

宍戸千夏(２年 仙台二中) 

成田愛美(２年 宮城野中) 


